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図7宇宙実験での3DEP。左の2本のピークはマーカー
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図8地上実験と宇宙実験の比較。左の図は宇宙実験，右の図は地土実験での3DEP
が，電気泳動実験操作そのものは部分的にはその目的が達成できた。
5．テレサイェンス
　この実験を進行していく間，あらかじめ決められた手順書を大幅に書き換え，音声とFAXでス
ペースシャトルのクルーに要求を出した。実験の進行をPOCCのFAMでモニターしながら手順
の再変更をくり返し，限られたクルータイムの間に目的の実験を達成するまでこの要求を続けた。
気泡混入による実験の短縮と実験手順の変更を始めとし，電気泳動分離実験に使用するサンプルの
選別，分離サンプルの回収対象になるポート番号の確認などクルーに要求する作業が地上予備実験
でシュミレートしたものより大幅に増えた。スペースラブでの実験操作状況をビデオカメラで追う
ことが出来ればさらに的確な要求を迅速に出すことが出来たと思われる。
　今回の実験計画は遠隔地で実験を行うテレサイェンスの簡単な例でもある。通常，宇宙実験では
実験提案者が宇宙で実験実行者となることはない。今回の実験は比較的単純な操作が多く，クルー
の地上訓練もそれほど多くの時間を必要としなかった。しかしながら今後生物試料を取り扱い，サ
ンプルの分析条件を設定し，分析結果から次の実験計画を立てるなど，高度に複合化した研究を宇
宙で行う際には地上の専門家達の指示をより多く仰ぐことになる。音声とFAXを主体にした交信
は目の前に試料や装置を置いて実験しているときとは大きな相違がある。これは単に交信時間のず
れがあるだけでなく，テレサイェンスが実験科学者の経験と判断に合ったものになっていないこと
によるものである。現在，テレサイェンスは専門分野となりつつあり，画像情報を大幅に取り入れ
立体視が出来る顕微鏡下での実験や，動物の手術など高度の同時性および臨場性が必要な実験方法
が展開されている（9）。これらの成果は単に宇宙と地上という限られら空闇だけでなく，地上の遠隔
地での医療診断や機材の有効利用など，サイエンス全体が空間を越えて実験結果と情報を交換する
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時代になることを意味している。
21世紀当初，2001年！月29日にはスペースシャトルの108回目の飛行には，H本の宇宙ステー
ション建設飛行計画が予定されている。
おわりに
今回のスペースラブでの実験に際して，王FMによる装置の修復が出来なければ全ての実験機会
が失われるところであった。IFMを成功させたMr．　HiebとMr。1｛alsellに，また実験手順を大
幅に変更したにもかかわらず的確な実験操作を行ってくれたDr．　ThomasとDr．　Chiaoの諸氏に
またIFMの実施を強く支援してくれたNASAの関係者に深く感謝します。なお，この研究の一
部は宇宙化学研究所宇宙基地利用基礎実験費で賄われている。
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